
【歳　出】

比　較

決算額(A) 構成比 決算額(B) 構成比 (Ａ)－(Ｂ)

議 会 費 91,264 1.1 94,638 1.2 △ 3,374 △ 3.6

総 務 費 1,087,538 13.1 948,132 11.5 139,406 14.7

民 生 費 2,799,021 33.6 2,955,068 36.0 △ 156,047 △ 5.3

衛 生 費 501,123 6.0 491,234 6.0 9,889 2.0

労 働 費 2,565 0.0 2,621 0.0 △ 56 △ 2.1

農 林 水 産 業 費 91,995 1.1 72,836 0.9 19,159 26.3

商 工 費 22,885 0.3 20,625 0.3 2,260 11.0

土 木 費 915,288 11.0 754,087 9.2 161,201 21.4

消 防 費 285,957 3.4 289,973 3.5 △ 4,016 △ 1.4

教 育 費 1,093,753 13.1 823,870 10.0 269,883 32.8

災 害 復 旧 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

公 債 費 526,573 6.3 552,371 6.7 △ 25,798 △ 4.7

諸 支 出 金 901,339 10.8 1,204,180 14.7 △ 302,841 △ 25.1

予 備 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

歳出合計 8,319,301 100.0 8,209,635 100.0 109,666 1.3

○平成30年度一般会計決算概要＜歳出＞

（単位：千円、％）

科　　　目
平成３０年度 平成２９年度

伸　率

　平成30年度の歳出は、前年比1億967万円（＋1.3％）の増額となる83億1,930万円でした。
　主な歳出について、総務費、衛生費、農林水産業費、商工費、土木費及び教育費は前年よ
り増額、議会費、民生費、消防費、公債費は前年より減額となっています。
　主な変動要因として、教育費において、学校給食センターの増改築により前年比2億6,988
万円の増額。土木費において、緊急輸送路閉塞建築物耐震改修工事補助金、押原公園一部改
修工事、彩の広場憩いの桜創出事業等により前年比1億6,120万円の増額。さらに総務費にお
いて、(仮称)子育て支援センターの用地・建物の買収等により1億3,941万円の増額となって
います。また、民生費においては、民間保育所施設等整備事業費補助金減により前年比1億
5,605万円の減額。公債費についても、償還額のピーク時期を経過しているため減額となって
います。例年では扶助費の増加に伴い普通建設事業費が減少する傾向にありますが、平成30
年度の歳出では、人件費・扶助費・公債費の義務的経費が一律減額し、普通建設事業費が増
額する結果となりました。
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